
2009年 11月 20日 

2009年度第 4回多摩デポ理事会 

 

１. 日 時：２００９年１１月２０日（金） 午後６時３０分から 

２. 場 所：国分寺労政会館 第 2和室 

３. 議決権のある理事：8 名、出席理事：6 名 

 出席者：黒子恒夫、齊藤誠一、座間直壯、田中ヒロ、平山惠三、吉田徹 

 

４． 報告事項 

（１）第１号議案 会員の動向について【報告】 

正会員  103 名（死亡退会 1 名） 3 団体    

賛助会員  39 名 2 団体   （11/13 現在） 

会費納入状況：正会員 73 名 3 団体  賛助会員 25 名 2 団体  32＋10 口 

（２）第２号議案 第６回多摩デポ講座の実施報告について【報告】 

日 時：10 月 18 日（日）午後 2 時～ （会場：調布市国領駅前あくろす） 

    内 容：蛭田廣一「小平市から発信する地域資料サービスと資料保存」 

    参加者：19名（事前申し込み 14名、当日参加 5名）うち多摩デポ会員 13人 

・熱のこもったお話で、よかった。多摩の図書館員の参加が少なかったのが残念だった。 

（３） 第３号議案 多摩デポ通信１２号の発行及び発送について【報告】 

・11 月 6 日印刷発送作業、ブックレット 2 号同封（会員） 

・会費未納者にお願い、振込み票同封 

（４） 第４号議案 図書館総合展ポスターセッションの実施報告について【報告】 

    ・11/8 パネル等作成作業 

・11 月 10 日～12 日（横浜パシフィコ） 

    ・リーフレット配布 

・カラフルで立体的な展示が人目を引き、好評であった。 

（５） 第５号議案 多摩デポブックレットの動きについて【報告】 

    1 号 残部 事務局：219 冊、けやき出版：350 部のうち残部 27 冊、300 冊分入金済み 

    2 号 事務局残部：333 冊、けやき：200 部預け、動きはまだ鈍い 

（６） 第６号議案 日野市立図書館の一冊本検索事業の進捗状況について【報告】 

・1 回目 3 門 3,568 冊（9 月末検索開始、10/15 終了、参加ボランティア 14 人） 

    ・2 回目 9 門 約 3,300 冊（10/30 検索開始、参加ボランティア 15 人） 

11 月 20 日現在 2,381 件終了 

  → 日野以外に 2 冊以上残っている資料を、所蔵館がきちんと保存するかどうか不安もある。 

多摩地域全体で残すべきものと、地域の各図書館で残したいものとは差がある。デポができれ

ば、悩まなくて済む。2 冊保存については館長協議会での積極的な取り組みを期待したい。 

→ 除籍の統一的な方法、手順などを「多摩デポ方式」として提案していってはどうか。保存の理

念も含め、館長会に提案する、あるいは共同で考えていくことが必要。 

（７） 第７号議案 第３回ＪＨＫ（情報保存研究会）シンポジウムについて【報告】 

・日 時：2009 年 10 月 16 日（金）午前 10：00 から 

     場 所：江戸東京博物館１階ホール 

     テーマ：資料保存を実践する（事例報告③15：20～16：00「共同保存図書館の実現に向けて 



多摩から提案する資料保存のしくみ」齊藤事務局長） 

・都立図書館の地域資料処分問題への反響が大きかった。 

（８）第８号議案 都立図書館及び館長会の動きについて【報告】 

・10/9 都立図書館より「再活用」のリスト提示、締め切りまで 2 週間の通知 

   ・10/14 館長協議会幹事会にて、都立図書館課長より、3 ヶ月に延長の説明 

   ・11/16 第 2 回東京都公立図書館長連絡会幹事会 

館長協議会から、都立中央図書館長あて要望書提出 

（９）第９号議案 都立図書館への要望書及び館長協議会へのお願い文書の提出、並びにマスコミ取材

について【報告】 

・10/26 座間理事長、齊藤事務局長、都立中央図書館関口部長と面談、要望書提出。 

・10/27 日野市立図書館長（館長協議会会長）訪問、お願い文書提出 

   ・マスコミ取材（10/22 アサヒタウンズ記事掲載、11/8 読売新聞取材、11/14 多摩版記事掲載） 

（10）その他報告 新たな事務局員の紹介 

・矢崎省三さん 

 

５ 協議事項 

（11）第 10 号議案 都立図書館の地域資料処分に対する今後の対応について【協議】 

   ・都立図書館協議会では、地域資料も 1 点収集でよい、との発言もあった。協議会委員に対して

こちらから情報提供が必要ではないか。→ 各委員あてに文書を送る。事務局で対応する。 

   ・館長会としてどう動くか、それによってどういう形で協力するか考える必要がある。 

   ・2 万 4 千冊の多摩地域資料だけでなく、東京都、23 区資料も含め一括して見られることが大事。 

   ・少なくとも 2 万 4 千冊はどうにか確保したい。 

   ・大学図書館にあたってみるのはどうだろうか。→ スペース的に難しいと思う。外国雑誌の電

子化で多少息をついているが、基本的に捨てる発想がないので、書庫はきつい。 

（12）第 11 号議案 第７回多摩デポ講座について【協議】 

候補日：3 月 14 日（今年度は 3 回実施とする） 

   ・館長協議会『報告書』を読む･･･木村館長と齊藤事務局長対談形式 

     会場：東村山？多摩六都のいずれか。日程、会場について木村館長と調整する。 

   来年度以降の講座テーマ案 

   ・出版状況について、資料の廃棄・除籍を考える、古本屋さんの話を聞く、等 

（13）第 12 号議案 多摩デポ通信１３号について【協議】 

   ・2010 年 2 月発行 

   ・内容等については事務局で詰め、次回提案 

 

 

次回の理事会     2010 年１月１４日（木）午後６時半  国分寺労政会館 第 2 会議室（洋室） 


